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入社入社入社入社してからどのようなしてからどのようなしてからどのようなしてからどのような上司上司上司上司やややや先輩先輩先輩先輩とととと出会出会出会出会いいいい、、、、どのようなことをどのようなことをどのようなことをどのようなことを教教教教えられるかがえられるかがえられるかがえられるかが、、、、    

そのそのそのその人自身人自身人自身人自身のののの社会人社会人社会人社会人としてのとしてのとしてのとしての人生人生人生人生をををを決定決定決定決定づけるだけでなくづけるだけでなくづけるだけでなくづけるだけでなく、、、、    

３３３３年後年後年後年後、、、、５５５５年後年後年後年後、、、、10101010 年後年後年後年後のののの会社会社会社会社のののの力力力力をををを決決決決めることになりますめることになりますめることになりますめることになります。。。。    

ＳＲＳＳＲＳＳＲＳＳＲＳコメンスメントのコメンスメントのコメンスメントのコメンスメントの「「「「社内人材育成担当養成社内人材育成担当養成社内人材育成担当養成社内人材育成担当養成コースコースコースコース」」」」はははは、、、、    

これまでこれまでこれまでこれまで数々数々数々数々のののの企業企業企業企業にににに対対対対するするするする研修研修研修研修ノウハウをノウハウをノウハウをノウハウを活活活活かしかしかしかし、、、、    

上司上司上司上司やややや先輩先輩先輩先輩としてのとしてのとしてのとしての姿勢姿勢姿勢姿勢、、、、人材育成人材育成人材育成人材育成のためにのためにのためにのために伝伝伝伝えるべきえるべきえるべきえるべき内容内容内容内容やややや伝伝伝伝ええええ方方方方だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、    

研修研修研修研修カリキュラムのカリキュラムのカリキュラムのカリキュラムの構成方法構成方法構成方法構成方法からからからから、、、、社内講師社内講師社内講師社内講師としてとしてとしてとして必要必要必要必要なななな求求求求められるめられるめられるめられる手法手法手法手法までまでまでまで、、、、    

体系的体系的体系的体系的にににに学学学学ぶことができますぶことができますぶことができますぶことができます。。。。    
○ 対象者対象者対象者対象者    
・社内研修を充実させたいと考えている経営者、経営幹部、管理職の方 

・人事担当者やリーダー職の方、新たに上司となる方、新たにリーダーとなる方 

・その他人材育成に関わる全ての方 

○ 研修のねらい研修のねらい研修のねらい研修のねらい    
・指導者として求められる意識・行動とは何か、求められる役割とは何か。 

・社内で発生する様々な問題のとらえ方とその解決手法（問題解決）。 

・コミュニケーション技術とその手法、部下を育てるためのリーダーシップとは。 

・社内講師に求められる研修カリキュラムの構成方法と、講師として求められる技術とは。 

 →これらのテーマについて、様々なワークとケーススタディを活用した実践形式でお伝えします。 

○ カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム    

一
日
目 

◇指導者として求められる意識・行動 

と求められる役割 

◇会社の真の問題をとらえ、研修テー 

マを決定する（ケーススタディ） 

・ 人にモノを伝える責任と重要性を認識した上で、指導者として求められる

意識・行動とその役割について理解いただきます。 

・ 表面的な問題点だけをとらえて研修を企画しても効果を得られないだけ

でなく、費用も時間も無駄になります。そのため、会社の問題点の真因を

とらえ、解決手段としての研修企画の手法を実際のケースを使って理解し

ていただきます。 

二
日
目 

◇コミュニケーションの手法とリー 

ダーシップ 

◇現在と将来の人材マップの作成方 

法（グループワーク） 

◇講師としての教え方、伝え方 

・ コミュニケーション、リーダーシップの理論を学習した上で、その具体的

な手法を実践形式で学びます。 

・ 社内人材のとらえ方と、それぞれに必要なスキルや能力をいかに育てるべ

きかをワーク形式で学ぶことで、今後の人材育成方針を明確にします。 

・ 社内講師としての教え方と伝え方を、実践形式でお伝えします。 
※カリキュラムは変更する場合がございます。 

※ 開 催 日：2020202010101010 年年年年4444月月月月6666日（日（日（日（火火火火）～）～）～）～4444月月月月7777日（日（日（日（水水水水））））    2222日間日間日間日間    9:309:309:309:30～～～～16:3016:3016:3016:30    

※ 場 所：松山市総合コミュニティセンター （松山市湊町七丁目5番地 TEL 089-921-8222） 

※ 参 加 費：1111名様名様名様名様 21,00021,00021,00021,000 円円円円（消費税・テキスト代・食事代を含む） 

※ お問合せ先：株式会社ＳＲＳコメンスメント株式会社ＳＲＳコメンスメント株式会社ＳＲＳコメンスメント株式会社ＳＲＳコメンスメント        〒790-0047 松山市余戸南6-4-19  

（TEL: 089-974-0878 FAX：089-974-5878） ＨＰ http://www.srs-commencement.co.jp/  E-mail：esu@bronze.ocn.ne.jp 

 

（株）ＳＲＳコメンスメント 吉森 行(ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ    ０８９－９７４－５８７８０８９－９７４－５８７８０８９－９７４－５８７８０８９－９７４－５８７８)   『『『『社内人材育成担当養成コース社内人材育成担当養成コース社内人材育成担当養成コース社内人材育成担当養成コース』申込書』申込書』申込書』申込書    

参加予定人数 名 

貴社名  ご担当者名  

所在地  

TEL  FAX  

E-mail  

 


